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要旨
　　In this paper, I consider the quality of products and agricultural products by setting the cost of 
producing quality (quality cost) and the number of sales as a result of quality. Since the number of sales 
is a function of price and quality cost, I consider that the profit of a company (farmer) is a function of 
price and quality cost.
　　In this paper, in order to achieve maximum profit, there are three adjustment methods: (1) price 
adjustment, (2) average variable quality cost adjustment, and (3) price and average variable quality cost 
adjustment. The route by which profits are achieved is shown graphically. Based on this, I considered 
when and by what adjustment these three maximum profits would be achieved.
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販売数をあらわす関数 X＝X（P, cq, Fq）（Pは価格）における独立変数、cqとFqのそれぞれにある特定
の数値（cq0, Fq0）を与えて固定すると、 PとXの2つの変数の間の関係式が明示的に示される。cqとFqを
所与とするとき、 P がX を決める関係をあらわす関数 X＝X（P,  cq0,  Fq0）を価格関数と呼ぶことにする。
（固定品質費用をある水準に固定したうえ、さらに）cqをある特定の水準に固定したときの、 PとX の
関係をあらわしたものを P 曲線として示す。この P 曲線を価格曲線と呼ぶことにする。この価格曲線は、
価格関数 X＝X（P,  cq0,  Fq0）をP について解いた、P＝P（X , cq0,  Fq0）として示される。 
2.2　品質関数と品質曲線（Ｑ曲線）
販売数をあらわす関数 X＝X（P, cq, Fq）における変数、 PとFqのそれぞれにある特定の数値（P0，Fq0）
を与えて固定すると、cqとXの関係式が明示的に示される。PとFqを所与としたとき、cqがXを決める関
係をあらわす関数 X＝X（P0, cq , Fq0）を品質関数と呼ぶ。
固定品質費用Fqをある水準に固定したうえ、さらにPをある水準に固定したときの、cqとXの関係をあ
らわしたものをＱ曲線として示す。このＱ曲線を品質曲線と呼ぶことにする。この品質曲線は、品質関数




























（P＊p, cq，cq＊p, cq）のとき利潤が最大になり、その最大利潤Π＊p, cq＝｛P＊p, cq－（cq＊p, cq＋cn0）｝・X＊p, cq（P＊p, 




可変品質費用、X＊p, cq（P＊p, cq，cq＊p, cq，Fq0）は利潤を最大化させる、P＊p, cq，cq＊p, cqとFq0の組み合わせ
による販売数（＝生産数）をあらわす。 
PとcqがX を変化させる。このうち、Pが一定のままでcqがX を変化させる部分だけをとりだしたときの、









































て価格をΔP＊p, cq（＝P＊p, cq－P2）調整し、平均可変品質費用をΔcq＊p, cq（＝cq＊p, cq－cq1）調整しなくては
ならない。図1では、P2 のもとで Qa 曲線上をF́点からcq＊p, cqに対応するÍ 点に向かって平均可変品質費









て価格を下げ J 点から K 点に向かって平均可変品質費用を増加させるか、あるいは、F点から I 点に向かっ
て平均可変品質費用を増加させ I 点から K 点に向かって価格を下げるのである。
F́(F)点からḰ(K)点に向かう企業の行動において、平均可変品質費用増加額はNRで示され、価格減少額
はTSで示される。また、Δcq＊p, cqにより販売数がX5－X1増え、ΔP＊p, cqにより販売数はX6－X5　増える(注1)。












































もしΠ ＊P＞Π ＊cqならば、Π ＊Pを実現すべく、平均可変品質費用を調整する品質費用戦略よりも価格を
調整する価格戦略を選ぶべきである。逆に、Π ＊cq＞Π ＊PならばΠ ＊cqを実現すべく、価格を調整する価格
戦略よりも平均可変品質費用を調整する品質費用戦略を選ぶべきである。
5.4　Π＊ｐ, cqの最大利潤が最大である場合
もしΠ＊P, cq＞Π＊PあるいはΠ＊cqならば、企業は利潤をΔΠ＊P, cq(＝Π＊P, cq－Π)増やして最大利潤Π＊P, cq
を実現するために、価格をΔP＊P, cq(＝P＊P, cq－P)調整し、かつ平均可変品質費用をΔcq＊P, cq(＝cq＊P, cq－cq)
調整し、 さらに、ΔP＊P, cqとΔcq＊P, cqによる販売数の変化に対応して生産数をΔX＊P, cq(＝X＊P, cq－X)調整
することが必要である(注2)。 
このケースでは、Δcq＊P, cq＞0、かつΔcq＊P, cqによるΔX＊P, cq＞0のときのみ品質費用戦略をとることを
意味する。また、 Δcq＊P, cq＞0かつΔP＊P, cq＞0であるなら平均可変品質費用増とともに価格を引き上げな
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図 3. ３つの最⼤利潤の⽐較 
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(注)太線の 4 つの破線は、それぞれ反⽐例の曲線を表わす。 
Π*P.cq 
Π＊cq 
ΠP* 
Π*P.cq 
Π*P 
Π*cq 
価格品質理論における最大利潤への調整過程と最適化（山下） 121
（注2） 長期において,このΔX＊ｐ, cqが既存の設備で対応できないときは、生産増強の設備投資ΔFx（X）＊を実施しなければならない。
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